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1. Spinal cord tumor (Dermoid cyst)の1症例 
0松岡 明，玉置哲品，大塚嘉則
(千大)
症例は 5歳男子。歩容異常を主訴として来院し，磐部
に dimpleを有し， SLRtestにて右 100，左150 と制限
されていたが，他に異常所見は認められなかった。 
Myelographyにより馬尾神経部腫壌が疑われ手術を施
行したが，腫壌は脊髄円錐部の中に入り込んでいて境界
は不明であり不完全摘出に終った。腫療は組織学的に 
dermoicl cystと診断された。この症例をもとに手術法
の選択と再発の有無及び症状の改善に関して文献的考察
を力日えた。 
2. Huftlendenstrecksteife を呈した Epidermoid 
cystの1O"lj 
。高田俊一，渡部恒夫，大塚嘉則
(千大)
歩容異常を主訴として来院した 8歳の男児に，著明な 
Huftlendenstrecksteifeが見られ， 脊髄造影にて，脊
髄腫療が疑われた。腫揚摘出手術を行ない，馬尾部に発
生した類上皮腫を摘出した。
術後経過は順調で，歩容異常も改善した。 
Huftlendenstrecksteife の機序としては， r-loopを
介しての， Hamstring muscleの緊張允進が考えられ
る。これは一連の悪循環を形成し，また長期にわたれ
ば" Hauberg等の Fibrous myositisなども起こるも
のと恩われる。 
3. 	 脊髄に原発したと思われる Ependymoblastoma
の1症例 
0亀ヶ谷真琴，辻陽雄，伊藤達雄
(千大)
脊髄髄内腫療の中で Ependymomaは， 約 30%を占
める。しかし頭蓋内における発生率と比べると 1/5""， 1/10
と低率であり，悪~-t生度の高い Epenclymoblastoma に関
しては，ほとんど脊髄原発の報告はない。本症例は， 15 
歳女。腰痛を初発とし， 勝脱直腸障害を伴った， Th 9 
以下完全対麻療に進行し，わずか4カ月ときわめて短い
経過を取った脊髄原発と考えられる。 Ependymoblas-
tomaの1症例である。 
4. 骨傷の認められない C4・5disc ruptureによる顎
髄損傷の 1治療経験 
0蒋益隆，伊藤達雄(千大)
骨傷の認められない，いわゆる Hiddenspinal corcl 
injuryの正確な診断には myelographyが有用であり， 
Roynorあるいは Alainらもその価値を認めているが，
いづれも lumbarpuncturによるものであり危険を伴
なう。 Kelly，Heinz らは Mullan，Rosomo妊らの 
Cl・2lateral punctureの手技を用いて， air myelogr-
aphyなどを行っており， 我々もこの方法により安全に
正確な診断を下し得た。今後造影剤などの脊髄に対する
影響および撮影方法なども検討し，さらに確実な診断法
を開発してゆきたいと，思っている。 
5. 	 lntradural disc herniationの1症例 
0議辺啓二郎，山田均，辻陽雄
(千大)
最近我々は硬膜内椎間板へルニヤの 1例を経験したの
で報告する。症例の38歳，女性。激しい腰痛と両下肢し
びれ感を主訴として来院。 L4・S硬膜内椎間板へ/レニヤ
の診断のもとに椎弓切除術施行。硬膜は後縦靭帯と強い
癒着を示し，硬膜内にはクモ膜で被われた約 3x2.5cm 
の脱出髄核を認めた。本疾患は1942年 Dandyの報告以
来20例を数えるが，詳細を知り得た18例に関し，臨床症
状の特徴，発生機序などにつき検討した。
